
司法試験の論文式問題で過
去に出題された訴訟物や論
点を中心に解説しています。

出題頻度の高い内容はもち
ろん、出題実績があり基本
書等での取扱いが少ない内
容も詳しく記述しています。
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３ 有利発行

(1) 総 説

株主割当以外で，払込金額が募集株式を引き受ける者に「特に有利

な金額」（199条3項）である場合（以下そのような新株発行を「有利発

行」という），公開会社でも株主総会特別決議による募集事項の決定を

要する（201条1項・199条3項・2項・309条2項5号）。また，取締役は，株主総

会において有利発行とすることを必要とする理由の説明を行わなけれ

ばならない（199条3項）。その趣旨は株主間の不当な価値の移転の防止

であるところ，株主総会特別決議を欠いたり，あるいは株主総会での

説明を怠れば法令違反（210条1号）となり，差止事由となる。

この点，「特に有利な金額」（199条3項）は，公正な発行価格よりも特

に低い価格などとされる（「特ニ有利ナル発行価格」（旧商法280条ノ2第2項）

に関する東京地判平成16・6・1判時1873号159頁〈百選20事件〉）。以下，その具

体的内容等につき，発行株式につき市場価格がある上場会社の場合と，

市場価格のない非公開会社の場合に分けて確認する。

(2) 上場会社の場合

この点，①既存株主の利益と会社の資金調達実現の利益の調整のた

め，発行価格決定直前の市場価格の90％以上なら原則として「特に有

利な金額」に該当しないが，②発行価格決定直前の市場価格が投機目

的等により急騰した一時的価格なら，例外的に時価を離れた公正と認

められる価格を用いるとの整理が有力である。日本証券業協会の「第

三者割当増資の取扱いに関する指針」に沿った整理で，これが裁判所

でも重視されるようである（江頭800頁参照）。②の場合の公正と認めら

れる発行価格として，急騰前の時価，例えば発行価格決定日から最長

6か月を¤った日から決定直前日までの間の平均価格が用いられる。

しかし，そもそも①又は②いずれの場合か（あるいはこれら以外の

第１編 会社の組織に関する訴え 31

1頁 〔SOY0001CH〕【東陽(幸内)】

SOY0003CH.smd  Page 1 22/07/09 11:59  v3.50
会社訴訟要件･奇数 A5･柱罫有･01A．honbun_A･14Q×31倍×横1段･25Q×27行･無線綴じ･セット済

２ 請求原因

(1) 要件事実1：推定規定を使わない場合

まず，任務懈怠の推定規定を使わない場合，請求原因は以下のとお

りとなる（類型別Ⅰ187頁・483頁（訴状例））。

Kg1 取締役の任務懈怠

(1) 取締役

「被告Ｙ1は原告会社の代表取締役，被告Ｙ2，Ｙ3及びＹ4は原告会社の

取締役である。」

(2) 利益相反取引

「被告Ｙ2は，第
�

三
�

者
�

Ａ社を代表して原告会社に1000万円を貸し付ける

金銭消費貸借契約を締結し，被告Ｙ1は，原告会社を代表して当該取引を

行った。」

(3) 会社の承認

「原告会社は，取締役会決議により当該取引を承認した。」

(4) 忠実義務・善管注意義務違反

「被告らは，…（例：担保を提供させるなどして債権回収の可能性を確

保すべき）…忠実義務・善管注意義務を負うにもかかわらず当該義務に

違反し，その任務を怠った。」

Kg2 損害・Kg3 因果関係

「当該任務懈怠と因果関係が認められる原告会社の損害は，金1000万円

である。」

(2) 要件事実2：推定規定を使う場合

【設例3―2】において，Ｙ2は利益相反取締役（423条3項1号），Ｙ1は

決定取締役（同項2号），Ｙ3は当該取引に関する取締役会の承認の決議

に賛成した取締役（同項3号）（以下「賛成取締役」という）に当たる。

任務懈怠の推定規定を用いてこれらの者の責任を追及する場合，Kg1

の(3)・(4)が次の内容に差し替わる。
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